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戸田工業株式会社 （証券コード：4100）

代表取締役 社長執行役員

久保 恒晃

2026年1月8日

野村IR資産運用フェア 2026 LIVEプレゼンテーション

個人投資家様向け 会社のご紹介

化学素材で創る。
モビリティ・AI・環境の未来社会への貢献
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中期経営計画「Vision2026」の概要

未来を創る成長ストーリー
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事業内容
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戸田工業とは？

4

私たちは広島県に本社を置く、酸化鉄を中心とした化学素材メーカーです。

業種 ： 無機化学品製造

資本金 ： 74.77億円

上場市場名 ： 東証スタンダード（証券コード：４１００）

連結売上高 : 285億円（2026年3月期予想)

２02年目

創業

（創業1823年）

開発従事者
個別

約３分の１

従業員数

連結 1,067人

個別  368人

酸化鉄の着色顔料
「べンガラ」

（注）202５年3月末時点

特許保有数

792 件

「大阪・関西万博」にエア・ウォーター社と共同出展した
CO2回収装置の実証装置

（酸化鉄とナトリウムから成るCO2回収材を使用）

CO２回収材

「Na-Fe系酸化鉄」

メタネーション原料
ドライアイス

主な国内外拠点

15 拠点

CO2排出量
(国内・Scope１＋２)

３２,４７０ t
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酸化鉄とは？

【触媒活性】 触媒

省エネ燃焼触媒 など

特性

一般的な用途

5

① 色 (光学的特性)

② 磁性   (磁気特性) 

③ 触媒活性 (化学的特性)

無害性、 安定性

 

【色】 着色

壁画、陶器、建築材着色、道路 など

【磁性】 磁石、磁心

モータ、インダクタ、リアクトル など

機能
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戸田工業の技術的強み ～200年で培った微粒子合成技術～

6

事例紹介 「MLCC用誘電体材料」 製法の違いによる粒子サイズ

私たちの微粒子開発領域

・私たちの微粒子サイズ＝電子顕微鏡でしか見えない世界

・数ナノメートルから数十マイクロメートル

微粒子合成技術とすり合わせ力

・
粒子の大きさ比較 （代表的な粒子サイズ）

1cm 0.1nm

・

原子
0.1nm以下

・

誘電体材料
10nm

髪の毛の太さ
80～90μm

花粉
20～30μm

PM2.5
2.5μm相当

ウィルス
0.1μm以下

透明酸化鉄
50nm

1μm=0.001mm

1nm =0.001μm

私たちの微粒子の領域

ウイルスより小さい世界で、粒子を制御

お客様の求める粒子を開発電子顕微鏡

光学顕微鏡

ヒトの眼

・「微粒子合成技術」：微粒子の世界で粒子の形状・大きさ等をコントロール

・「すり合わせ力」 ：お客様との継続的で密な対話により、共に価値を創造

10μm 100nm 1nm
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微粒子の可能性を、世界の可能性に変えていく。

パーパス

私たち戸田工業グループが向き合っているのは、

素材としての粒子であり、社会であり、人です。

微粒子と人の可能性を信じ、

これからも世界を支える新しい可能性を作り続けていきます。

7
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２００年の軌跡 <売上高>

・着色顔料「ベンガラ」を工業的製造

・乾式合成法を用いた生産

・陶器・建築材などの色付けに供給

・京都大学と独自の微粒子合成術を確立

・顔料メーカーから電子素材メーカーへ

着色顔料から磁気記録材料へ事業領域を拡大

・要素技術を応用し、新事業へ展開

・CO2固体回収材、MLCC用チタン酸バリウムなど

・モビリティ・AI・環境分野に向けて製品を展開

182３年
創業

顔料ベンガラの
工業的製造の開始

1９６５年

京都大学と
湿式合成法の開発

1９70年代 オーディオテープ、
ビデオテープの隆盛

1９８0年代 複写機・プリンター用材料
磁石用材料

1９９０年代

環境問題への挑戦

２０００年代

チタン酸バリウム
の開発着手

２０１０年代

リチウムイオンバッテリー
用材料の伸長

２０２０年～

CO２固体回
収材の開発

8

１８２３年

創業

１９６０年代～

革新的な生産方法の確立

2025年

事業ポートフォリオマネジメント推進

182３ 1９６０ ２０２４1９８０ ２０００
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事業セグメントと主な事業フィールド

9

・モータ、センサ
・電子部品
・リチウムイオン電池
・コーティング
・ブレーキパッド

モビリティ

塗料 複写機・プリンター

電子素材
セグメント

機能性顔料
セグメント

・家電用モータ
・スマートフォン用部品
・ウェアラブル用部品

・船底用防錆顔料
・建築・建材用顔料
・事務機器用顔料

環境・住生活

・燃焼触媒
・汚染土壌改良剤
・機能性吸着材

・トナー、キャリア
・マグロール

2025年度（予想）

売上高８２億円

2025年度（予想）

売上高203億円

７１%

家電・AI

２９%

(年度)25
（予想）

2４
（実績）

2３
（実績）

(年度)25
（予想）

2４
（実績）

2３
（実績）

203
236

181

828181

(億円)

(億円)

43％27％

12％ 13％ ５％

※ 2025年度 売上高（予想）における構成割合

※ ※ ※

※※
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売上高 (予想)

２８５億円

連結売上高 材料別構成比 (2025年度 予想)

10

16億円（6％）

触媒

磁性の特性を活かした電子部品の材料として

モビリティ・AIフィールドに展開
着色や触媒活性の特性を活かした材料として、

主に環境フィールドに展開

203億円 82億円電子素材セグメント 機能性顔料セグメント

66億円（２３％）

着色顔料・トナー

113億円（40％）

磁石材料

63億円（22％）

軟磁性材料

18億円（６％）

誘電体材料

5億円（2%）

ハイドロタルサイト

４億円（１％）

LIB用材料
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中期経営計画「Vision2026」の概要

11
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位置づけ

中期経営計画「Vision2026」の位置づけ、戦略

12

3つの戦略

最終年度 2026年度 計画
（2024年6月公表）

2030年度 目標

営業利益率 5% 8%以上

ROE 11% 10%以上

自己資本比率 29% 40%以上

CO2排出量
(国内・Scope1＋2)

26,500t
2013年度対比※

70%削減相当

22,000t以下
2013年度対比※

75%削減相当

Ｖision
2026

ありたい姿

Mission “事業ポートフォリオマネジメントの強化”

※ 2013年度CO2排出量：約89,000t

事業戦略

人財戦略

・ 財務基盤の安定と資本効率を意識した事業運営

・ 主要部門のサクセションプラン強化

・ 女性およびマイノリティのキャリア開発

・ DX推進のための人財育成

・ 収益性・成長性の観点から各事業の位置づけを明確化

・ 戦略を策定し、3か年の計画を推進

事業ポートフォリオ

セグメント 事業 成長 収益基盤 次世代 再生・転換

電子
素材

磁石材料 ●

誘電体材料 ●

軟磁性材料 ●

LIB用材料
（持分法適用関連会社）

●

LIB用材料（前駆体） ●

ハイドロタルサイト ●

機能性
顔料

着色顔料・トナー用材料 ●

触媒など ●

環境関連材料（開発） ●

財務戦略2

3

1
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「事業ポートフォリオマネジメントの強化」による各事業の位置づけと進捗

13

収益性

成
長
性

成長次世代

収益基盤

磁石材料

誘電体材料

軟磁性材料

環境関連材料

LIB用材料
(前駆体)

ハイドロタルサイト

触媒など

着色顔料
・トナー用材料

再生・転換

LIB用材料
(持分法適用関連会社)

・成長性、収益性の観点から各事業の位置づけを明確化。

・「再生・転換」事業の再構築が進展し、収益力回復。「成長」事業のさらなる拡大に向け、資本を投下していく。
単位：億円

売上高売上高

売上高 売上高

129
136 131

5

66 63

116
99

75

11 15 16

営業利益率 営業利益率

営業利益率
営業利益率

６％ 8% 10%

7% 8% 10%

▲4%

0%

▲19%

▲58%

0%

▲7% (年度)25
（予想）

2４
（実績）

2３
（実績）

(年度)25
（予想）

2４
（実績）

2３
（実績）

(年度)25
（予想）

2３
（実績）

(年度)25
（予想）

2４
（実績）

2３
（実績）

2４（実績）
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【参考】 事業ポートフォリオマネジメントの進捗 材料別の業績実績・予想

14

連結売上高 営業利益

位置づけ 材料
’23年度
（実績）

’24年度
（実績）

’25年度
（予想）

’23年度
（実績）

’24年度
（実績）

’25年度
（予想）

全事業 262 317 285 1 ▲ 6 10

磁石材料 118 121 113 9 11 14

誘電体材料 10 15 18 ▲ 1 0 ▲ 1

軟磁性材料 5 66 63 ▲ 3 0 ▲ 4

触媒 11 15 16 1 1 2

LIB用前駆体 36 24 4 6 ▲ 13 1

ハイドロタルサイト 11 9 5 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 1

着色顔料・トナー 69 66 66 ▲ 7 ▲ 4 1

成長

次世代

収益基盤

再生・転換

単位：億円
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未来を創る成長ストーリー

15
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私たちが貢献する成長フィールド

16

モータ

電子部品

コンデンサ

センサ

AR・VR

電子部品

インダクタ

循環型システム

固定回収材

CO2フリー水素

ノイズ対策

モビリティ 環境

AI

革新的な微粒子合成技術による

未来価値への貢献



©                          all right reserved.

ベンガラロード（技術のすり合わせの歴史）

17

革新的な微粒子合成技術による

未来価値への貢献

CO2固体回収システム

モビリティ

環境

AI

モータ

分散体・塗料化

押出成形

薄膜焼成

水熱合成

焼成

複写機

乾式法
乾式法

金型製造

水熱合成

焼成

船底塗料

分散化

表面処理

重合

晶析

水熱合成

焼成

磁気テープ

水素還元

表面処理

自動化

薄膜積層

金型製造

射出成形

表面処理

混錬

射出成形

混錬
表面処理

表面処理

湿式法

混錬

希土類材料
知見・知財

金属腐食
抑制

水アトマイズ

複合化

高結晶・均一
微粒子製造

高充填

べんがら電池

コンデンサ

インダクタ

水素製造システム

ビニールハウス

焼成

着色塗料分散化

DMR法

乾式法

ガス回収

粉体機能制御

押出成形

粉体機能制御

純化
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事業アセット

・産学官連携
・生産拠点
新たな
省エネ製造工程

成長キーワードと材料別事業の強み

18

データセンタ高効率 5G/6G半導体 パワーデバイス 低炭素社会

xEV ロボティクス AI スマートグラス 循環型社会 水素社会

誘電体材料

事業アセット

提供価値

・粉体
・分散体

Wet製法
(水熱合成法)

・生産拠点
粉体  小野田事業所(山口県)

   分散体 大竹事業所(広島県)

(2025年稼働予定)

超スマート社会の実現

機能性顔料

持続可能な社会の実現

提供価値

・生産拠点
 大竹事業所(広島県)

TDMI(韓国子会社)

連携強化によるシナジーの最大化

軟磁性材料

超スマート社会の実現

事業アセット

提供価値

2.0μm

・Na-Fe系酸化物
成形体

・メタン直接改質法
の応用

・低コスト原料の

高付加価値化

磁石材料

提供価値

事業アセット

次世代モビリティへの貢献

・粉体～コンパウンド～成形体
・知財

・粉体～成形体まで一貫生産
・顧客ニーズに応じた対応
  (すり合わせ力）

・グローバル生産拠点
  (日本、中国、タイ）

・微粒子～大粒子粉体
・高充填コンパウンド

モビリティ AI 環境

技術アセット技術アセット 技術アセット 技術アセット
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超スマート社会の実現
(society5.0)

CAGR ２１.５％

MLCCの市場成長性※

(単位：億USD)

・生産拠点
粉体  小野田事業所(山口県)

   分散体 大竹事業所(広島県)

(2025年稼働予定)

・粉体
 150nmサイズ以下の

高結晶均一組成の

 微粒子合成技術
(Wet製法)

・分散体
乾燥させることなく

  分散体まで加工
  (Wet to Wet)

誘電体材料の成長ストーリー 「MLCC市場 微粒子誘電体材料を提供」

19

半導体用電子部品
MLCC(積層セラミックコンデンサ)

MLCC積層構造

一貫
体制

Wet製法
(水熱合成法)

・電子部品の高性能化
MLCCの信頼性向上、

 小型化、高容量化

・顧客の製造プロセス
短縮

・安定品質、安定供給

※出典: Mordor Intelligence, “MLCC Market 
Size - Industry Report on Share, Growth 
Trends & Forecasts Analysis Up to 2029”

xEV AI

データセンタ

5G/6G 半導体

スマートグラス

成長キーワード

未来を切り拓く 事業戦略

ターゲット市場のニーズ

素材へのニーズ

・通信の高速化、安定化

・半導体(高性能半導体を活かす電子部品)

・微粒子 ・高結晶 ・均一組成

・安定供給 2024年 2029年

提供価値 事業アセット技術アセット 事業計画

単位：億円

売上高

営業利益率
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・効率的なCO2回収素材  

・効率的な水素生成触媒

・温室効果ガス低減

・未利用資源の有効利用

・サーキュラーエコノミー

※出典: WWF, PCC報告書AR6発表, 「２０３５年ま
でに世界全体で60%削減必要」

・CO2回収システム
エネルギーの最小化
回収量の向上
低コスト
（現在4,000円→目標2,000円）

・水素製造システム
クリーン
水素の発生量向上
低コスト（30円/Nm3以下）

・産学官連携
エア・ウォーター
埼玉大学
NEDO

・生産拠点
小野田事業所（山口県）

- 湿式合成法を応用した設備

新たな省エネ製造工程

・酸化鉄製造技術、粉体制御技術
CCUS(CO２利活用)

- Na-Fe系酸化物の成形体

DMR（メタン直接改質法)の応用
  (メタンから水素を製造する方法)

- 高活性鉄系触媒

・純化技術
低コストな酸化鉄原料を

     高機機能材料へ転換

機能性顔料事業の成長ストーリー 「脱炭素市場 オープンイノベーションで新素材を提供」

20

低炭素社会

循環型社会

水素社会

CO2回収技術・CO2液化装置

Na-Fe系酸化物

DMR水素製造プラント

目標 -60%

世界の排出削減目標

温室効果ガス削減の目標値※

(単位：Gt-CO2)

提供価値 事業アセット技術アセット 事業計画

単位：億円

売上高

営業利益率

‘26
計画

‘30
目標

‘24
実績

高活性鉄系触媒

成長キーワード ターゲット市場のニーズ

素材へのニーズ

未来を切り拓く 事業戦略

持続可能な社会の実現
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「ESG BOOK2025」 主な構成

「統合報告書2025」 主な構成

概要

「統合報告書2025」、「ESG BOOK2025」 公開のお知らせ （2025年10月30日公表）

21

ステークホルダーの皆様にとって、目的に応じた分かりやすい情報開示を

実現するため、「統合報告書2025」と「ESG BOOK2025」に分けて公開

・ TOP MESSAGE

・ 中期経営計画「Vision2026」

・ 価値創造プロセス

・ 事業別戦略

「統合報告書２０２5」は、当社 WEB サイトよりご覧いただけます。

・ マテリアリティ

・ 環境、社会、ガバナンスに関連する活動

・ 各種データ

統合報告書2025

ESG BOOK2025
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2025年度(2026年3月期)
上期決算事業報告会

ショートムービー
「戸田工業200th 事業紹介動画」

ショートムービー「戸田工業200th 事業紹介動画」

中期経営計画「Vision2026」

2025年度(2026年3月期)上期決算事業報告会

戸田工業をさらに詳しく知りたい方へ

22
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本資料のうち、業績見通し等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報による判断および仮定に基き算定しており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や

内外の状況変化等による変動可能性に照らし、実際の業績等が見通しの数値と大きく異なる結果となりうることを、ご承知おきください。

また事業セグメントを構成する材料別の売上高は任意で公表しているものであり、監査を受けておりませんので参考値とご承知おきください。

私たちは、結びつき、力を合わせ、

未来への希望となる新しい価値の創造に挑みつづける。

微粒子と、人の可能性を信じて。
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戸田工業株式会社

経営企画室 広報グループ

TEL : 082-577-0055

E-mail : tkc-pr@ml.todakogyo.co.jp

本資料に関するお問い合わせ先
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